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今月の聖句 

始めに神は天と地とを造られた 

創世記 1章 1節 

 

この聖句を聞いて、まったく馬鹿なこと

を言うと思う方も多いと思います。確かに

科学的ではありません。聖書は科学の本

ではありませんし、神話的な事も多いの

ですが、科学が正しい、聖書が正しいと

いう話ではありません。どちらも正しいこ

とです。聖書は砂漠の厳しい自然環境

の中で生活した人々が、自分たちに起こ

った様々な出来事を模索し、哲学した末

に導き出した真理です。科学か信仰か、

という二者択一の考え方がそもそも間違

っています。科学を取れば信仰は捨てな

ければならない、というものではないので

す。同時に聖書に書いてあることを素直

にそのまま受け入れろ、信仰のみが正し

いという考えをも捨てなければなりません。

聖書の語る天地創造を、科学的認識と

同じ土俵の上に並べてどちらをとるか、

などというのはナンセンスです。信仰とい

う土俵の上においてのみ意味を持つこと

です。科学的認識によって論じても全く

無意味です。 

創造物語で言いた

いことは、神がどのよ

うにこの世界を創造

されたかという事では

なく、この世界がこの 
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ような世界として存在し、私たちが今ここ

にこのような者として存在しているのか。

神は何故、世界を創造されたのか。その

背後には神の意思、計画があるのだとい

うことなのです。この世界があり、私たち

が生きているのは、偶然ではなく、神の

意思によることで、意味があると言うこと

です。聖書は神がこの世界を創造された

のは、神の愛があったからだと伝えます。

「この世界は、神の愛によって造られ、支

えられている、素晴らしい所だ」「私たち

の命、人生は、神の愛によって与えられ、

守り導かれている素晴らしいものなのだ。

一人ひとりはかけがえのない大切な存在

なのだ。」そして神は人間に、この世界の

管理を委ねられました。管理が委ねられ

たのであって、この世界を支配して好き

勝手にして良いという事ではありません。

それを私たちは普段は忘れてしまってい

ます。自分の命をどのようにしても関係な

いだろう。世界がどうなろうと知ったことか。

そうではないと思います。 

 私たちは神に愛されて創造された、か

けがえのない大切な存在。自分だけで

なく、自分の周りにいる全ての存在、そ

れは人間だけでなく動物も自然も含めて

大切な存在です。だから必要なない人も

物もないし、互いに大切な存在として支

え、愛し合っていかなければならないの

です。自分も愛されているけれど、自分

の周りにいる人も神によって創造された

大切な友達。神がこの世界を創造された



という一言は私たちの生き方にも大きな

影響があるのです。昨今、SDG‘s と言う

ことが言われたり、地球環境の問題に真

剣に取り組もうとする人が沢山います。

神からこの世界の管理を委ねられている

以上、無視することはできない課題です。

私たちはそんなに大きなことをする事は

できません。人の物を貪って欲しくなり、

取り上げたり、力ずくで手に入れようとし

て喧嘩したり、人を踏みつけにしたりしま

す。便利な生活を享受するために他国

がどうなろうと自己責任だと言って、独占

しようとしたりします。気づかないうちにそ

れに加担していることもあります。そんな

社会を仕方が無いと諦めてはいけないと

思います。小さな事しかできなのですが

始めないと。幼稚園の時からそのことを

意識しているかどうかで、これから大人に

なっていく時に、大きな違いになると考え

ています。例えば風にコンビニの袋が飛

ばされていたとしましょう。それを拾ってリ

サイクルに回すこともできます。あるいは

無視することもできます。その袋はどうな

っていくのでしょう。山の中に落ち着いた

としましょう。決して腐ることはありません。

森の熊さんが食べてしまうかも知れませ

ん。消化されずに熊はお腹を壊して死ん

でしまうかも知れません。長い旅をして海

に届いたとしましょう。波に何度も流され

ている内に細かく細かくされて、もはや人

間の目には見えなくなってしまいます。

やがて劣化にともなう分子構造の変

化によって意図しないものを吸着し

たり、溶け出したりする恐れがありま

す。有害物質を吸着することもあり、

海の中の小さな動物たちは有害物質が

付着したも

のを餌と間

違えて食べてしまいます。それらを餌と

する大きな魚が食べると、今度は魚のお

腹に蓄積されます。やがて人間の口に

入る恐れがあります。お大袈裟だ。そ

んなの何万年もかかるでしょう。その

うちに除去の方法も見つかるよと楽

観視する人もいますが、もう見過ごす

ことができないくらいの被害が確認

されているそうです。ゴミをそのまま

放置することによって起る被害、もし

もその場で拾っておけば大丈夫だっ

たのに。あの時やっておけば良かった

なと思わないようにしたいものです。

神がこの世界を創造された。それなら

ば私たちはそれに応えてどのように

生きたら良いのか。管理を委ねられた

者としての責任がどうあるべきか。子

どもたちと考えてみたいと思います。 

 

 

 

毎週月曜日の 10 時 15 分から礼拝

が行なわれます。一度見に来てくだ

さい。また 9時 30分から 2階の会議

室で園長と話す会が行われています。

質問や要望がある方、時間つぶしで

も構いません。お待ちしています。 

 

 

 

 


